
交通死亡事故が増加しています！

北海道の令和６年中の交通事故死者数は、記録の残る中で最も少ない１０４

人となりましたが、令和７年に入り連続して交通死亡事故が発生し、２月１８

日現在２３人の尊い命が失われています。これは、昨年同日比で１４人の増加

となっています。

事故の状況としては、人対車両が最も多く、次いで

車両相互です。

北海道においては、今後も降雪や気温の変化による

スリップ事故が懸念されますので、運転者も歩行者も

より一層気を付け、交通事故防止に繋げましょう。
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運転者の皆さんへ スピードダウンと車間距離が大切！

○橋の上やトンネルの出入り口付近、カーブの手前では速度を落としまし

ょう

○夕方から翌朝、日中でも日陰はスリップ事故に注意しましょう

○夏場の２倍の車間距離を保ちましょう

○雪山の陰からの歩行者、歩行者の転倒など危険を予測した運転にと努め

ましょう

歩行者の皆さんへ 安全な横断が交通事故を防ぐ！

○雪山が高くなっているところは車両・歩行者相互の確認が遅れますので、

無理な横断は絶対にしないようにしましょう

○車両が止まるまでの距離を考慮し、安全に横断しましょう

○目立つ色の服装を心掛け、夕暮れ夜間は夜光反射材を着用しましょう
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